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1．はじめに：抽象名詞としての「ピーク」
　多くの辞書において、外来語「ピーク」（注1）は抽象名詞としての用法を持つとされている。
次の⑴に示す『コンサイスカタカナ語辞典（第 4版）』（三省堂編修所 2010：873）の記述で
言えば、語義②である（一部の情報を省略した）。
⑴　①　山の頂上、頂。
　　②　（ある状態が）最も盛んな時、最高潮に達する点。「人出のピーク」。
　　③　㽅ヨット㽆帆の上の三角にとがった部分。
　　④　㽅サーフィン㽆うねりの一番高いところ、またうねりの最も傾斜の険しい部分。
　本稿は、この抽象名詞としての「ピーク」
の構文的特徴と意味的特徴を分析するもので
ある（以下、特に言及しない場合の「ピーク」
はこの語義②を指すものとする）。
　まず、意味の側面から見ると、語義②の
「ピーク」は、右の〈図 1〉に示すように、
時間の経過とともに山型に変化する何らかの
動きを前提として、その「山」の頂点の部分
を指す。辞書では、「最高潮」のほか、「頂点」
「絶頂」といった語が語釈に現れることが多い。
　次に、この「ピーク」が文中で用いられる際の「形」の情報としては、日本語学習者用の
辞典（安藤ほか 2014：406）に、次の⑵のような記述がある（訳語やルビ等は省略した）。
⑵　ピーク［名］
　・日本では 2月が大学受験のピークだ。　・朝 8時頃、ラッシュはピークを迎えた。
　・売り上げは 9月をピークに下がり続けている。
　　 連  　＿を迎える、＿に達する、＿を越える　　　 類  　頂点、絶頂
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〈図 1〉「ピーク」②
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　これらの辞書を中心とした資料から、「ピーク」の意味と形式に関わる情報は、暫定的に
次のようにまとめることができる。
⑶　抽象名詞としての「ピーク」は、
　ａ．漢語「頂点」「絶頂」「最高潮」等に相当する意味を持つ。［意味］
　ｂ．コピュラ文、動詞述語文、定型句（「～をピークに…する」）に現れる。［文型］
　ｃ．動詞「迎える」「達する」「越える」と共起しやすい。［コロケーション］
　ここで文型やコロケーション（連語）といった「外来語が文中でどのように使われるか」
という構文的特徴をとりたてて扱うのは、「意味と形式」の対応関係が、外来語の理解にお
いて重要な情報であると考えられるためである（cf. 茂木 2012）。本稿では、上記⑶を起点と
して、コーパスに基づいて検証を行いながら、⑶の記述を充実させることを目的とした分析
を行っていく。
2．データ
　本稿の分析で用いるコーパスは、国立国語研究所による約 1億語規模の『現代日本語書き
言葉均衡コーパス（Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese）』（以下、BCCWJ
と呼ぶ）である。検索は、オンライン検索ツール「中納言」（中納言 1.1.0・短単位データ 1.0・
長単位データ 1.0）を利用した。
　分析データは、①「中納言」の短単位検索で語彙素「ピーク」を検索する、②得られた用
例から、固有名詞の例、「サマーピーク」「ピークアウト」のような複合名詞の例、「小ピーク」
「ピーク時」のような前後に接辞が付いた例などを除外する、
という手順により作成した。この結果、単純形としての「ピー
ク」の用例として、計 1,141 例を得た。
　このデータについて、先の⑴の語義ごとの用例数を示すと、
右の〈表 1〉のようになる。また、用例が見られた語義①②
④の具体例は、それぞれ（4a－c）のようなものである（例
文の出典としてBCCWJ のサンプル IDを示す。以下同様）。
⑷　ａ．赤城山付近から上越国境の連峰の右端に見える、ふたつの猫の耳のようなピークを
持った山が谷川岳だ。 （LBm2＿00008）
　　ｂ．粗暴犯と風俗犯はそれぞれ五十七年をピークに減少し、凶悪犯は若干の増減はある
語義 用例数
① 48 4.2％
② 1,091 95.6％
③ 0 0％
④ 2 0.2％
計： 1,141 100％
〈表 1〉「ピーク」の用例数
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ものの全体としてはほぼ横ばいで推移している。 （OW3X＿00199）
　　ｃ．忘れた頃に入ってくる腹サイズのセットをピークからテイクオフできれば 2アク
ション可能。 （OY15＿05453）
　〈表 1〉から、本稿で扱う抽象名詞としての語義②の「ピーク」の例が、他の語義の例に
比べ圧倒的に多いことが分かる。つまり、外来語「ピーク」の最も一般的な用法は、抽象名
詞としての用法であるということになる。
　次に、BCCWJ のレジスター（媒体のジャンル）ごとに、抽象名詞「ピーク」の分布を示
すと、次の〈表 2〉のようになる。表中の「PMW」は、各レジスターにおける 100 万語（短
単位）あたりの「ピーク」の頻度を示した値である（合計欄の PMWは BCCWJ 全体から
見た値）。
〈表 2〉BCCWJにおける抽象名詞「ピーク」の分布
　BCCWJ において、「特定目的・法律」「特定目的・韻文」を除くすべてのレジスターに現
れることから、「ピーク」はさまざまな媒体で広く使われる語であることが分かる。また、
白書の PMWが突出して高いのは、（4b）のように、白書が各種の統計値の現状や変化に関
する報告を行うという性質を持った媒体であるためと考えられる（注2）。
3．「ピーク」の文型
　具体的な分析として、まず、（3b）の問題、すなわち抽象名詞「ピーク」がどのようなタ
レジスター名（略表記） 用例数 PMW
出版・書籍（PB） 226 7.92
出版・雑誌（PM） 42 9.45
出版・新聞（PN） 25 18.25
図書館・書籍（LB） 201 6.62
特定目的・ベストセラ （ーOB） 19 5.08
特定目的・教科書（OT） 3 3.23
特定目的・白書（OW） 329 67.38
特定目的・広報紙（OP） 19 5.06
特定目的・国会会議録（OM） 57 11.17
特定目的・知恵袋（OC） 50 4.87
特定目的・ブログ（OY） 120 11.77
計： 1,091 10.40
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イプの文・文型に現れるかについて見ていく。
「ピーク」が現れる構文的環境は、右の〈表 3〉
のとおりである。また、「その他」を除くそれぞ
れの例を⑸に示す。
⑸　ａ．家計消費支出は年齢が高まるにつれて上
昇し、五十歳前後でピークに達してその後
は低下する。 （OW2X＿00115）
　　ｂ．やや短波長（六百五十 nm）のクロロフィル bによるピークはやや低い。
 （LBg4＿00027）
　　ｃ．十歳代で発症することが多く、発症のピークは十歳代半ばです。 （PM26＿00015）
　　ｄ．健康な人でも二十歳代をピークに、加齢に伴ってホルモン量は徐々に減っていきま
す。 （PB4n＿00017）
　「動詞述語文」は、（5a）の「達する」のように、「ピーク」を項としてとる動詞が述語になっ
ている例である（文末で述語が省略されている例も含む）。これが用例の半数以上を占める
一方で、（5b）のような「形容（動）詞文」の例は非常に少ない。
　「コピュラ文」には、「（Aの）ピークはXだ」（「は」以外に「が」「も」などの例も含む）
のように「ピーク」がコピュラ文の前項に現れる例（（5c））と、「Xが（Aの）ピークだ」
のように後項に現れる例がある。
　「「～をピークに」句」は、（5d）のように、「に」で終わる形で従属節を構成している例（cf.
村木 1983）である。なお、「～をピークにして」のように「して」が現れる例は「動詞述語文」
に分類している。
　〈表 3〉から、動詞述語文、コピュラ文、「～をピークに」句が、「ピーク」が現れる主要
な文型であると考えられる。したがって、先の⑵の日本語学習者用辞典に示されていた例文
はこの語の主な出現環境をカバーしており、（3b）も妥当な記述であることが確認できる。
4．「ピーク」のコロケーション
　宮田・田中（2006）および宮田（2007）は、共起関係に基づいた外来語抽象名詞の意味分
析を行い、その有効性を示している。ここでも同様のアプローチを採用し、「ピーク」と直接・
間接の格関係にある語との共起のあり方を観察することを通して、「ピーク」の意味的特徴、
および意味と形式の対応関係について見ていく。
構文 用例数
動詞述語文 603 55.3％
形容（動）詞文 5 0.5％
コピュラ文 211 19.3％
「～をピークに」句 196 18.0％
その他 76 7.0％
計： 1,091 100％
〈表 3〉抽象名詞「ピーク」の文型
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4．1　「ピーク」のコロケーション［1］：何がピークを持つか
　まず、先の〈表 3〉の動詞述語文とコピュラ文の例（計 814 例）について、どのような名
詞が「ピーク」を持つのかが分かる「［名詞］｛の／が／は／も｝ピーク」という連鎖 278 例
を抽出した。さらに、これらの名詞に対して意味タイプをコーディングし、検討用のデータ
を作成した。
　ここから指摘できるのは、抽象名詞「ピーク」が指す「頂点」には、大きく分けて【量】
のピークと【質】のピークがあるということである（注3）。
　【量】のピークとは、先の〈図 1〉のような形状のグラフを読み取ることで観察される「最
も大きな値（を記録した時期）」を指す。典型例として、（6a）の「（～）数」「人口」のよう
な統計の種類を表す名詞や、（6b）の「発症」「工事」のような普通名詞が文脈上、件数や量、
金額を表しているケースが挙げられる（〔　〕内は用例数。複合語・派生語の例を含む。以
下同様）。
⑹　【量】的な「ピーク」を持つ名詞の例：
　ａ．（～）数〔14〕、人口〔9〕、（～）量〔7〕、～額〔4〕、～率〔3〕、賃金〔3〕、（～）値〔2〕
　ｂ．発症〔4〕、工事〔4〕、生産〔4〕、出荷〔3〕、輸入〔3〕、雨〔3〕、相場〔2〕
　これに対して、数値では捉えられない【質】のピークとは、変動する状態や属性の「頂点」
としての、「最も顕著な状態（が見られた時期）」を指す。共起する名詞の意味の主な類型と
して、次の⑺のような《人の精神作用》、《人の状態》、《自然・モノの状態》、《社会の状態》
が指摘できる。それぞれの具体例を、（8a－d）に示す。
⑺　【質】的な「ピーク」を持つ名詞の例：
　ａ．《人の精神作用》：疲れ〔10〕、疲労〔8〕、痛み〔3〕、ストレス〔2〕、緊張〔2〕
　ｂ．《人の状態》：［人名］〔4〕、人生〔3〕、キャリア〔1〕、調子〔1〕、能力〔1〕
　ｃ．《自然・モノの状態》：紅葉〔5〕、夏〔1〕、桜〔1〕、朝焼け〔1〕、熟成〔1〕
　ｄ．《社会の状態》：バブル（－経済）〔5〕、景気〔3〕、ブーム〔2〕、運動〔2〕
⑻　ａ．公開飛行に向けて、全員徹夜で作業に当たってきた。肉体的にも、精神的にも、疲
れはピークにあった。 （PB42＿00231）
　　ｂ．キムタクのピークっていつだったと思いますか？私はロンバケの頃だったと思いま
す・・・ （OC01＿03510）
　　ｃ．わが家の紅葉は十一月前半なのに、スウェーデンのストックホルムは、十月前半が
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紅葉のピークだった。 （LBk0＿00002）
　　ｄ．八十九年、バブル経済がピークを迎えたこの時期、相互銀行や信用金庫（以下、信
金）の「第二地銀化」（詳細は後述）が進んだ。 （LBk3＿00004）
　なお、先の⑴の辞書の語釈で「（ある状態が）最も盛んな時、最高潮に達する点」と併記
されているように、「ピーク」は、「頂点」「絶頂」「最高潮」と言い換えられる《抽象的位置》
を表す場合と、「最盛期」「絶頂期」と言い換えられるような、その頂点がもたらされた《時
点》を現す場合という、2つの側面を持つと考えられる。
　この点に関して、先の連鎖データから、コピュラ文の前項に「ピーク」が現れた「Aのピー
クはXだ」構文（32 例）を例に見ると、後項Xの位置に現れる名詞で最も多いのは、時間
や時期、年齢といった《時点》を表す語（24 例、75.0％）である。また、同じくコピュラ文
の後項に「ピーク」が現れる「XがAのピークだ」構文（40 例）でも、（8c）のように前
項Xに《時点》を表す名詞が現れる例が 34 例（85.0％）と多い。したがって、【質】【量】
いずれの「ピーク」についても、それが「いつ」訪れた（訪れる）ものであるのかが描かれ
る傾向にあると言える。
4．2　「ピーク」のコロケーション［2］：ピークはどうなるか
　次に、（3c）の「ピーク」と共起する動詞の問題について検討する。まず、日本語教材や
コロケーション辞典で従来指摘されてきた「ピーク」と共起する動詞をまとめると、次のよ
うになる。
⑼　ａ．ヲ迎える、ニ達する、ヲ越す、ヲ過ぎる、ニ近づく、ニある （神田ほか 2002）
　　ｂ．ヲ迎える、ニ達する、ヲ越す （望月 2011）
　　ｃ．ヲ迎える、ニ達する、ヲ越える （安藤ほか 2014）（＝（2））
　　ｄ．ヲ迎える、ニ達する、ヲ越える、ヲ過ぎる、ヲ打つ （小内 2010）
　ここでは、〈表 3〉の動詞述語文 603 例について、「ピーク」とよく共起する動詞を調査した。
10 例以上の共起例がある動詞を頻度順に示すと、次の⑽のようになる（格助詞の部分が「は」
などで主題化された例や助詞が省略された例も含む）（注4）。
⑽　「ピーク」とのコロケーションを形成する動詞：
　　ニ達する・達す〔129〕、｛ト／ニ｝する・いたす〔110〕、ヲ迎える〔74〕、｛ト／ニ｝な
る〔55〕、｛ヲ／ガ｝過ぎる〔45〕、｛ガ／ニ｝ある〔26〕、ヲ越える（超える）・越す〔17〕、
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｛ガ／ニ｝来る〔13〕
　このうち、⑼のリストにない「トする」「トなる」「ガ来る」の具体例を⑾に示す。
⑾　ａ．太陽光の光質は、夏至と冬至をピークとする特徴的な変動を示している。
 （PM24＿00009）
　　ｂ．電力需要は一般に昼に高く、夜間は低く、季節で見ると冷房需要の増える夏季の昼
間がピークとなる。 （PB55＿00253）
　　ｃ．で、その日は 1日昼寝せずにがんばって起きてます。そうするといつもより数時間
早く眠気のピークがくるはず。 （OC13＿00523）
　⑽の動詞群を意味的な観点から分類すると、①「ピーク」の《実現・達成・接近》を表す
動詞（達する、迎える、なる、来る）、②「ピーク」の《形成・存在》を表す動詞（する、
ある）、③「ピーク」の《通過》を表す動詞（過ぎる、越える）、という 3種に分けることが
できる。これらを先の〈図 1〉に対応させるならば、順に、①「頂点」に向けた推移、②頂点、
③頂点以降の推移のそれぞれの局面を、各タイプの動詞が表していることになる。
　これらの動詞のうち、例えば「達する」は、高い水準・段階を表す名詞とのコロケーショ
ンを形成することが指摘されている（中溝ほか 2014）。また、姫野（2012）などから、「越
える」は境界線・地点や水準を表す名詞とのコロケーションを、「迎える」「来る」「過ぎる」
は時間名詞とのコロケーションを形成することが確認できる。
　したがって、「ピーク」とのコロケーションを形成する⑽の動詞群は、抽象名詞としての
「ピーク」が、物理的な「山」における「頂上」という具体的位置を表す用法（⑴の語義①）
から比喩的に拡張した形で、時間の経過とともに起こる「山」型の変化の到達点・経由点と
しての《抽象的位置》と、その到達・通過が実現される《時点》を表しているということを
明確に示すものであると言える（注5）。
4．3　「ピーク」のコロケーション［3］：「～をピークに」句
　第 3節で触れた「～をピークに」句について、田中（2010：124）は“きっかけ”を表す
構文の一つに位置づけ（注 6）、「ある時点が変化の決定的な瞬間と認識された場合、その転折
を強調する言い方」であり、「それまで上昇傾向であったのがその最高点を示した以後、凋
落をたどる場合などに用いられる」としている。以下では、〈表 3〉の 196 例について、ヲ
格名詞と述語の特徴を検討する。
　まず、「ピーク」の直前に現れるヲ格名詞に関しては、次の（12a－b）のように、「ピーク」
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が「いつ」来たのかを表す年（年度）や時期、年齢などの《時点》を表す名詞が 110 例（56.1％）
と最も多く見られる。また、（12c）の「講和条約調印」のような特定の時点に起こった《出
来事》を表す名詞（7例、3.6％）も、この類例と捉えられる。
⑿　ａ．本市の犯罪発生件数は、平成十四年度をピークに減少傾向にあります。
 （OP28＿00001）
　　ｂ．公営パーキングで予想外の出迎えを受けた時をピークに、感情のレベルは右肩下が
りのラインを描いていた。 （LBq9＿00105）
　　ｃ．しかし、この講和条約調印をピークに、吉田人気は急速に下降線をたどることにな
る。 （PB23＿00470）
　この《時点》は変化する《値》と連動しており、次の（13a）のように「《時点》の《値》」
の形で両者が共起する例も多く見られる（72 例、36.7％）。一方で、（13b）のように「ピーク」
時の《値》を表す名詞単独の例は少ない（6例、3.1％）。
⒀　ａ．粗鋼生産量は七十三年の一億二千万トンをピークに伸び悩み、年間一億トンの水準
を割る局面もしばしば。 （PM33＿00011）
　　ｂ．五十 pips ごとに 1枚増やしながらエントリーしていったとして、マイナス十八万
円をピークに最終的にはプラスまで戻せていました。 （OY01＿02406）
　次に、「～をピークに」句の後に現れる述語を見ると、「減少する」（38 例）、「低下する」（12
例）をはじめ、（12a－c）の「減少傾向にある」「右肩下がりのラインを描く」「下降線をた
どる」のように、《低下・減少》を表す述語（句）との共起例が 173 例（88.3％）と多数を
占めている。これは、田中（2010）の記述と一致する。一方で、（13a）の「伸び悩む」のよ
うな《停滞》を表す述語（11 例）や、（13b）の「戻す」のような《上昇・増加》を表す述
語（5例）も見られるものの、少数である。
　以上のことから、BCCWJ における「～をピークに」構文の典型例は、次のようなコロケー
ションによって構成されていると言える。
⒁　～が［《時点》をピークに］《低下・減少》する。
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5．おわりに
　以上の分析を踏まえると、本稿の初めに仮にまとめた⑶の記述は、次の⒂のように相互に
関連付けた情報として精密化できる。
⒂　抽象名詞としての「ピーク」は、
　ａ．時間の経過とともに上昇から下降に転じる変化において、その転換点である最も「大
きな値」あるいは「顕著な状態」という【量】【質】の頂点（《抽象的位置》）、およびそ
れがもたらされた時期（《時点》）を表す。［意味］
　ｂ．動詞述語文、コピュラ文、従属句（「～をピークに」句）に現れやすい。［文型］
　ｃ．⒝の動詞述語文では、⒜の変化の各局面に対応して、《実現・達成・接近》《形成・存
在》《通過》を表す「迎える／達する／なる」「する／ある」「過ぎる／越える」等の動
詞と共起しやすい。［コロケーション］
　ｄ．⒝のコピュラ文や「～をピークに」句では、《時点》を表す名詞と共起することが多い。
また、「～をピークに」句は、《低下・減少》を表す述語と共起しやすい。
 ［コロケーション］
　文型やコロケーションといった、個々の外来語が文中でどのように使われるのかという「形
式」の情報は、その語の「意味」を十分に理解するうえで必要なものと言える。類義の和語・
漢語との比較を行う際にも同様のアプローチが有効であると考えられるが、今回は外来語の
みの分析にとどまった。また、どのような構文要素の情報をどこまで分析すればよいかとい
う外来語の記述の「型」の検討には、なお事例研究を重ねていく必要がある。
注
（1）　外来語「ピーク」は、中山ほか（2007）では新聞における「基幹外来語」（基本的な外
来語）とされ、金（2011）では 20 世紀後半の通時的新聞コーパスにおいて「やや増加」
の傾向を示すことが指摘されている語である。
（2）　田中（2007）でも、公共性の高い「白書」（省庁発行）、「広報紙」（地方自治体発行）、「新
聞」の 3種の資料の調査で、「ピーク」が「白書に偏在する」ことが指摘されている。
（3）　ただし、両者は明確に分けられるわけではない。例えば、先の⑵の例文の「大学受験」
「ラッシュ」は、【量】（「件数」や「人数」）とも【質】（混み合っている「状態」）とも解
釈することができる例である。
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（4）　⑼の資料間でゆれている「越える」「越す」は、それぞれ 16 例、1例と「越える」の方
が例が多い。なお、用例数が少ないため扱わないが特徴的な動詞として、「｛ニ／ヲ｝持っ
ていく」「ヲ合わせる」「ヲ作る」「ヲ分散させる」のような、人為的に「ピーク」を《制御》
することを表す動詞群が挙げられる。このような発想は、「ピークシフト」「ピークカット」
のような複合語にも見られる。
（5）　「ピーク時」（233 例）や「ピーク期」（4例）といった派生語は、空間的用法と時間的用
法の接点として興味深い。具体的な「ピーク」の多義性と意味拡張の問題に関しては、さ
らなる分析を要する（和語名詞「山」の意味拡張に関する松中 2004 も参照）。
（6）　村木（1983）は、「～を…に」構文における「ピーク」の例を、〈限界・焦点〉というカ
テゴリーに分類している。
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